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未来を、たくましく生き抜ける生徒の育成

キーワード「自立・貢献・創造」

学校だより スローガン
～生徒も先生も、自ら輝く学校～

令和６年４月１１日（木）発行者 塩沢建樹

１．学校教育目標
・創造性豊かな生徒 校訓
・心豊かな生徒 ～より聡く より美しく より逞しく～
・社会に貢献できる生徒

２．学校教育ビジョン
未来をたくましく生き抜ける生徒の育成 「自立・貢献・創造」

3．目指す生徒像 ・自立→自分の夢や目標を掲げ、それを形にできる生徒
・貢献→自分の力を集団のために発揮し、集団に貢献できる生徒
・創造→仲間との協働と対話を通して、新たな価値を創造できる生徒

４．目指す学校像のスローガン ・生徒も先生も自ら輝く学校

今年度、国分寺中学校より異動して参りました塩沢建樹と申します。微力ではありますが、子ども
達の成長と幸せのために全力で頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。令和６年４月９日
（火）に１７９名の新入生が入学して、全校生徒数５７６名、教職員数４６名でのスタートとなります。今
年度も全教職員で石橋中学校の教育に全力で当たらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。本校の職員組織等はホームページには記載しないのでご理解ください。

４月８日（月）に着任式並びに始業
式を行いました。着任式では、今年度
本校に転入された14名の先生方を教

頭先生が紹介した後、先生方からあいさつをいただきました。その後、「生徒
代表歓迎の言葉」として、生徒会長の 葉琴未さんが心温まる出迎えの言葉
で先生方に対する歓迎の気持ちを伝えました。続いて始業式、教科書授与、
学級担任等の発表を行いました。教科書授与では、2年生代表の森田豪月さ
んと3年生代表の小平裕真さんが受け取りました。また、始業式では、小川琴
未さんの伴奏で校歌を2、3年生全員で斉唱しました。
始業式の学校長あいさつでは、一つ目として「『自立・貢献・創造』をキーワードに未来をたくましく

生き抜ける力を身に付けるために様々な教育活動に一生懸命に取り組んでください。」二つ目として、
3年生に「進路実現に向けて、中学校卒業後や将来の自分の姿を思い浮かべながら、一日一日を大
切にして生活を送ってください。」、２年生に「学校の中堅として、１年生をリードするとともに３年生を
サポートして積極的に学校生活を送ってください。」、最後に2、3年生に「生命尊重・人権尊重」の精
神を何よりも大切にしてほしい。」と話しました。子ども達が良いスタートをして、学校生活が充実する
ようご支援・ご協力よろしくお願いいたします。

４月９日（火）に下野市長 坂村哲也様、下野市教育委員
会教育委員 石嶋和夫様、下野市議会議員 石田陽一

様、小谷野晴夫様、貝木幸男様、松山裕様、西本由利子様、本校ＰＴＡ会長
倉井隆史様、中学校区の各小学校長様並びに学校運営協議会委員の皆様を
ご来賓にお迎えして、令和６年度入学式を挙行しました。新入生１７９名は、「新
入生呼名」において一人ひとりが元気よく返事をし、中学校生活に対する強い
意欲を感じさせてくれました。学校長式辞では、「自立・貢献・創造」を意識し
て様々な力と態度を身に付けてください。」「自分を信じ、自分自身とその将来
を大切にしてください。」「この学校で共に生活する友達、そして仲間を大切に
してください。」と話しました。来賓祝辞では坂村市長から「中学校の3年間
は、将来を築く大切な時期なのでたくさんのことを経験して力を付けてほし
い。市として小中一貫教育がさらに推進するよう環境を整えていきたい。」と
心強い言葉をいただきました。教科書授与では、新入生を代表して倉井慶多
さんが受け取りました。最後の「新入生誓いのことば」では、代表の野沢頼希
さんが「自ら実行すること、一生懸命努力することを目標に協力して学校生活
を送りたい。」と前向きな思いを発表しました。新入生歓迎の言葉では、2、3年生から映像を交えな
がら歓迎の温かい言葉が伝えられました。保護者の皆様、地域の方々には、これからも子ども達を温
かく見守るとともにご支援・ご協力をお願いいたします。

＜新入生＞

＜新入生誓いの言葉＞

＜アメニティパーク＞


